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議題２  新たな取り組みについて 

 
・ 熊本市いきいき健康大使 

・ 歯っぴー３９(ｻﾝｷｭｰ)チャレンジ 

・ 熊本市がん検診受診率向上計画 

・ 糖尿病を減らそう事業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議題(2)-1  熊本市いきいき健康大使 

 

 市民の健康に対する意識の醸成を図るとともに、健康寿命の延伸を目指し、本市の

健康づくりを推進するため、平成２９年９月１５日「熊本市いきいき健康大使」とし

て下記の３団体に委嘱状を交付しました。イベントやコンサートなどで、がん検診の

受診啓発や健康づくり啓発活動への協力をしていただきます。 

 

※委嘱期間は平成２９年９月１５日～平成３２年３月３１日まで 

 

（１）ミス・ユニバース・ジャパン熊本（ファイナリスト約１０名）  

健康意識が高く、若い世代から全ての市民に健康の大切さと健康美に関する発信力

を持ち合わせている。また、ミス・ユニバース熊本主催のイベントにおいても健康に

関する情報発信の協力が期待できる。 

 

（2）S.K.K.  （子宮頸がん検診普及ボーカルユニット ８名）     

熊本大学病院の専門医師や医学部・薬学部などの教員と学生、メディア、市や県の

行政職員などの連携団体「K 発プロジェクト」から生まれた子宮がん検診受診率向上

を目指し結成されたユニット。ステージイベントでクイズを通してがん検診受診啓発

を実施している。２０代メンバーからの発信により若い世代への啓発効果が期待でき

る。 

 

（３）Book Bear (ブックベア )（女子小学生くまもと応援バンド５名）  

市内の小学 4 年生から 6年生までの女子小学生で結成された、熊本シティエフエム

がプロデュースするロックバンド。ステージイベントやラジオにおいて、健康づくり

に関する歌（※）を通して、健康づくりの啓発を実施している。小学生からの発信に

より小中学生の保護者世代（２０代～４０代）への健康づくりに関する啓発効果が期

待できる。 

※食の大切さを伝える「朝ごはんを食べよう」や、歯の大切さを伝える「未来へ 

ＧＯ！ＧＯ！わくわく 8020ソング」 



 ■今後の活動予定 

 

ミス・ユニバース・ジャパン熊本ファイナリスト 

 

 

１０/７  健康大使による啓発活動説明会 

１０/１４ 花火大会での啓発活動 

１０/２１ むし歯予防全国大会での啓発 

１１月～  各種イベントでの啓発活動を予定 

S.K.K.（子宮頸がん検診普及ボーカルユニット） 

 

 

１０/７  上通り・並木坂でイベント 

１１月～ 各種イベントでの啓発活動を予定  

１/８   成人式での子宮頸がん受診啓発 

BookBear ブックベア（女子小学生くまもと応援バンド） 

 

 

１０/７  銀杏祭       （銀座通り） 

１０/８   子ども商店街 （サンロード新市街） 

１０/１５ やるキッズ  （サンロード新市街） 

１０/２１ 身近な森のコンサート(龍田小学校） 

１１月～  各種イベントでの啓発を予定 

たすき 表面                たすき 裏面（健康メッセージ８種類） 

  



 



議題(2)-2  歯っぴー３９(ｻﾝｷｭｰ)チャレンジ 

 

熊本市の子どもたちはむし歯が多く、３歳児においては政令指定都市の中で「ワー

スト１」という現状である。第３次熊本市歯科保健基本計画の中でも「平成３４年度

までにむし歯のない３歳児を９割に増やす」という目標を達成するため、歯科保健推

進協議会で検討を深め、平成２８年度に「熊本市歯っぴー３９(ｻﾝｷｭｰ)チャレンジ」と

のスローガンを掲げ、関係機関と連携しながら子どものむし歯予防に取り組んでいる。 

 

■３歳児のむし歯有病者率 （平成２８年度 政令市比較） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：全国乳幼児歯科健診結果 

＜行政＞ 

① 産婦人科における妊婦への歯科健診の受診勧奨の充実 

② 妊婦歯科健診や幼児健診において歯科保健指導内容の充実を図った 

③ 満 1 歳おめでとうカードの郵送 

④ 無料歯科健診券付き啓発カードの配布 

小児科、市薬剤師会会員薬局、区役所、コンビニエンスストア、地域イベント等 

⑤ 地域歯科保健研修会の開催 （平成２９年３月９日） 

演題：「多職種連携で始める子どものむし歯予防！」～小児科医の立場より～ 

講師：小児科・内科 杉野クリニック院長 杉野茂人 氏（熊本県小児科医会会長） 

参加者：73 人(医師、歯科医師、薬剤師、看護師、助産師、保育士、保健師 

養護教諭、歯科衛生士、歯科技工士、8020 推進員） 

 



＜関係団体・機関＞ 

 

【熊本市歯科医師会】 

① 産婦人科における妊婦への歯科健診受診勧奨に関するチラシの作成・配布 

② 無料歯科健診券付き啓発カードによる無料歯科健診の実施 

【熊本市医師会】 

③ 産婦人科における妊婦への歯科健診受診勧奨に関するリーフレットの配布 

④ 小児科医を対象としたむし歯予防研修会の開催 

【熊本市薬剤師会】 

⑤ 無料歯科健診券付き啓発カードの配布（市薬剤師会会員の薬局 340 ヶ所） 

【熊本県歯科衛生士会】 

⑥ 地域における歯科健康教育の実施 

【熊本私立幼稚園・認定こども園協会】 

⑦ 幼稚園・認定子ども園の職員や保護者へむし歯予防教育を実施 

⑧ 幼稚園・認定子ども園における新入園児対象への歯科啓発 

【熊本市保育園連盟】 

⑨ 保育園における歯科啓発（園内掲示板にむし歯予防ポスターを貼付）保育園の職員

や保護者へむし歯予防教育を実施 

 

 

平成２９年度の新たな取り組み 

 

【熊本市医師会】 

① 無料歯科健診券付き啓発カードの配布（小児科を標榜する内科 111 ヶ所） 

② 小児科における「７ヶ月健診」受診者へのむし歯予防リーフレットの配布 

 

【熊本市保育園連盟】 

③ 保育園全園に配布する広報誌「市保育園連盟だより」平成 29 年 7 月号に特別寄稿

として表紙にむし歯予防の必要性と「歯っぴー39 チャレンジ」の取り組みについ

ての記事を掲載し、保育園職員や保護者への歯科啓発を実施 

④ 平成 29 年 10 月 12 日に保育園看護師対象に「子どものむし歯予防」をテーマとし

た研修会を実施予定 

 

【８０２０健康づくりの会】 

⑤ 校区子育てサークルを運営する主任児童員への 8020 育成講座への参加呼びかけを

実施 

 



【目的】 
本市のがん検診の受診者数の推移を見ると、ここ数年伸び悩んでいる状況。 

このような中、がんによる死亡率増加を防ぐため、これまで本市が取り組ん
できた国の指針に基づくがん検診の実施に加え、科学的根拠にもとづいた受診

率向上に向けた取組みや他都市で実績を上げている取組みの導入検討を体系
的に進めていくもの。 

 
【現状】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【受診率向上計画期間】 

受診率向上計画の取組み期間：平成2９年度～平成31年度（3年間） 
※７次総合計画と合致 

 
 

【健康くまもと２１基本計画に掲げる目標値】 
 

〇健康くまもと２１基本計画 

検証指標  H27実績  
目標値 

（Ｈ30年度） 

肺がん検診受診率  29.0％  

40％ 胃がん検診受診率  39.4％  

大腸がん検診受診率  35.1％  

乳がん検診受診率  48.6％  
50％ 

子宮頸がん検診受診率  47.4％  

※調査は市民アンケート調査による。次回調査は30年度を予定。 

本市のがん検診の受診者数は、過去、市町村合併、無料クーポン事業の開

始等に伴い受診率が上昇していたが、ここ数年は概ね、横ばい・微減傾向で

あったが、平成28年度は熊本地震などにより大幅に落ち込んだ。 

熊本市がん検診受診率向上計画（概要） 

c0147288
タイプライターテキスト
議案(2)-3



【主な取組み】 

１ イベント等におけるがん検診周知・啓発 

・わくわく健康大使による市民啓発の実施 

２ 市内大手企業（アルバイト、パート向け）における巡回検診実施検討 

・従業員50人以上の事業所に対し需要調査の実施 

３ 冬期における大腸がん検診の検体郵送 

・12月から 2月までの 3ヶ月間において検体郵送の試行 

４ 応急仮設住宅におけるがん検診の増加の取組み 

・H28 藤山応急仮設住宅 

⇒H29 東町応急仮設住宅の追加実施 

５ 受診勧奨の拡充 

・～H28 20、40歳への受診勧奨（新規検診対象者） 

62、65、68歳への受診勧奨（退職世代向け） 

⇒H29 26、30、36歳への受診勧奨(子宮頸がんハイリスク層) 

46、50歳への受診勧奨（乳がんハイリスク層） 

H25～27受診者でH28受診未受診者への受診勧奨 

（地震で受診機会を逸した市民に対する受診勧奨） 
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議題(2)-4 糖尿病を減らそう事業 

 

 

１ 事業の目的 

   区民が糖尿病の発症や重症化を予防し、健康でいきいきとした生活をおくれるよ

うするためには、一人ひとりが食生活や運動等の生活習慣改善に取り組むことが重

要である。そこで、区民一人ひとりが自分の健康状態や生活習慣の現状を把握する

とともに、生活習慣改善の具体的な行動ができるよう支援するため、区民の随時血

糖検査を実施する。 

 

２ 事業主催 

  熊本市（中央区役所 保健子ども課） 

 

３ 事業共催 

  けんつく会（健康をつくるボランティア医師の会） 

 

４ 事業内容 

(1)実施方法 

① けんつく会協力医療機関において随時血糖検査を実施する。 

② 測定した検査結果をもとに受診勧奨及び保健・栄養指導を行なう。 

③ 保健・栄養指導参加者は、生活習慣改善目標を設定し、健康づくりに取り組む。 

④ 参加者のデータを活用し、効果的な意識啓発を実施する。 

 

 

(2)対象者（予定） 

熊本市在住の 20歳～65歳未満の方 

（糖尿病治療中を除く）１，０００人 

 

(3)周知方法 

市政だより、ポスター、チラシ等 

協力医療機関での患者家族等への呼びかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市政だより平成 29 年 5 月号 



 

 

５ スケジュール（予定） 

*随時血糖値 200mg/dl 以上⇒医療機関での精査・治療を勧奨 

*血糖値 140mg/dl 以上 ⇒２回目の随時血糖検査の受診勧奨、保健･栄養指導への参加呼びかけ 

 

６ 評価指標 

（１）区民の生活習慣改善の評価 

①血糖値の改善 

②個人の生活習慣改善目標の達成度  

 （例）午後○時以降は、炭水化物や糖類を制限する 

徒歩通勤にする 

 

 （２）事業評価 

血糖値改善が見られた、生活習慣の改善につながった区民の状況 

 （血糖検査やアンケート等から把握） 

 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 

事業準備 
        

随時血糖

検査 

 １回目 

 

   ２回目   

受診勧奨 
        

保健・栄養

指導 

        

効果測定 

まとめ 

        

事業報告 
       

○ 


